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横浜市みどり環境局

生活騒音の相談は様々です

騒音計の貸出し
　大気・音環境課では騒音計の貸
出しを行っています。ご希望の方は
下記二次元コードへアクセスもしく
は、当課までご連絡ください。

　一般家庭から発生する生活騒音は、法律など
の規制の対象となりません。そのため横浜市
では「生活騒音防止に関する配慮すべき指針」
を定め、地域におけるルール作りや当事者同士
の話し合いで問題解決に努めていただくように
お願いをしています。

無理に我慢せず、丁寧な態度で早めに理解
を求めましょう。直接話すことが難しい場合は、
家主や管理会社、管理組合など、近隣の関係
者にも相談してみましょう。

横浜市みどり環境局

環境保全部大気 ・音環境課

電話：045-671-2483

ＦＡＸ：045-550-3923

E-mail：mk-soudan@city.yokohama.lg.jp

大気・音環境課に寄せられた
生活騒音に関する相談内容の内訳（令和３年度）

集合住宅内での
物音など

設備音
（室外機など）
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生活騒音について

生活騒音に関する
問題の防止・解決には、
近隣とのお付き合いが
大事になります。

■被害を感じたら…

感情的にならず誠意をもって話し合いに応
じ、できることがあれば対応しましょう。対応が
難しい場合は、家主や管理会社、管理組合など
近隣の関係者にも相談してみましょう。

■苦情を言われたら…
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譲り合いの
気持ちで話し合い、
理解を求めることが

大切です。



音量

近隣の方と理解を深め、
思いやりのあるお付き合いをしていきましょう。生活騒音にはどんなものがあるの？

掃除機・洗濯機
利用時間に注意しましょう。

低騒音タイプを
選ぶのも効果的！

楽器
使用時間や音量に配慮し、
防音対策を行いましょう。

足音など
階下の人へ配慮をしましょう。

マットやスリッパの使用も
効果的 !

テレビ・オーディオ機器
音が近隣へ

漏れないようにしましょう。

ヘッドホンやイヤホンの利用も
効果的！

ペット
室内飼いやしつけで
鳴き声などに
配慮しましょう。

車・オートバイ
不必要なアイドリングや
空ぶかしはやめましょう。

夜間・早朝
静かな時間帯です。
より一層騒音の発生に
配慮をしましょう。

ドアの開閉
丁寧に行いましょう。

すきまテープなどの
緩衝材も効果的！

室外機・給湯器
置き場所に配慮し、
異音がしていないか

適宜メンテナンスをしましょう。

防音・防振グッズの利用も
効果的！

次世代自動車を選ぶのも
効果的！




